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保
内
町
の
主
要
農
道
は
第
3

羽
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
十
二
節

南

予

用

水

事

業

事
業
に
至
る
ま
で
の
経
緯

業農第四章

当
地
域
の
相
橘
栽
培
は、

気
候
・

土
質
に
恵
ま
れ、

先
人
が
築
い
た
高
度
な
栽
培
技
術
に
よ
り、

全
国
的
に
も
名
声
高
く
高

収
入
を
得
て
い
る。

し
か
し
な
が
ら、

水
管
理
は
思
う
に
ま
か
せ
ず
降
雨
に

よ
る
以
外
は
手
の
施
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
。

一

九
五
八
（
昭
和
三
十
二一）

年
以
来
二
｛）
三
年
ご
と
に
訪
れ
た
干
ば
つ
被

害
に
対
し、

応
急
対
策
と
し
て
動
噴
に
よ
る
ホ
1
ス
か
ん
水
な
ど
実
施
し
た

が、

焼
石
に
水
で
あ
っ
た
。

一

九
六
七
（
昭
和
四
十
二
）

年
に
は
七
月
上
旬
よ
り
十
月
末
ま
で
九
十
日

間
も
雨
ら
し
い
雨
が
な
く、

七、

八
十
年
に
一

度
訪
れ
る
と
い
わ
れ
た
大
干

ば
つ
と
な
り、

水
源
は
枯
渇
し
生
活
用
水
に
も
事
欠
く
あ
り
さ
ま
で、

農
作

物
に
も
甚
大
な
被
害
を
生
じ
た。

特
産
の
ミ
カ
ン
も
葉
が
し
お
れ、

果
実
は
柔
ら
か
く
収
縮
し
菊
の
花
の
よ

う
な
「
菊
ミ
カ
ン
」

と
な
っ
た
。

ひ
ど
い
も
の
は
亀
裂
を
生
じ
腐
敗
す
る
あ

昭和42年 学校のブールからドラ

ム缶ヘ水の汲み入れ

（喜須来小学校）

写真3 -13 

501 

改訂版　保内町誌（1999年）



産業経済

り
さ
ま
で、

更
に
は
樹
体
が
枯
死
す
る
状
態
に
ま
で
至
っ
た。

農
家
は
応
急
対
策
と
し
て、

早
朝
か
ら
深
夜
ま
で、

水
を
満
た

し
た
ド
ラ
ム
缶
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
で
果
樹
園
へ
の
水
運
搬
を
続
け
た。

当
時
の
被
害
と
苦
労
談
を
記
録
し
た
『
命
枯
れ
る
と
き』
（
八
幡
浜
市
・
谷
本
広一
郎）
に
は、
「
み
か
ん
作
り
は、
み
か
ん

の
樹一
本
が
家
族
な
の
だ。
こ
の
み
か
ん
が
枯
れ
る
こ
と
は
家
族
が
枯
れ
る
こ
と
な
の
で
あ
る。
人
間
が
枯
れ
る
こ
と
な
の
で

あ
る。

私
は
本
当
に
そ
う
思
っ
た。」
と
あ
る。

当
時
地
域
の
生
産
予
想
は
前
年
比
五
十
四
パ
ー
セ
ン
ト、

地
区
に
よ
っ
て
は
二

十
パ
ー
セ
ン
ト
で、

更
に、

枯
死
寸
前
の
樹
体
被
害
に
よ
る
後
遺
症
な
ど
被
害
の
影
響
は
大
き
か
っ
た。

こ
の
干
ば
つ
を
契
機
に、

南
予
水
資
源
開
発
事
業
の
促
進
を
は
じ
め
と
し
て、

県
下
各
地
に
畑
地
干
害
対
策
を
目
的
と
し
た

恒
久
対
策
事
業
を
進
め
た。

保
内
町
に
お
い
て
も、
一
九
六
八
1
六
九
（
昭
和
四
十
三
（）
四
十
四）

年
に
神
越
・
宮
内
里
西
の
地
区
に、

干
ば
つ
地
帯
特

別
水
源
整
備
対
策
事
業
と
し
て、

地
下
水
源
で
か
ん
水
施
設
を
実
施
し
た。
し
か
し、

受
益
者
の
う
ち
希
望
者
の
み
で、

全
体

の
協
力
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で、

期
待
し
た
効
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た。

愛
媛
県
は一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二）
年
度
よ
り
広
域
農
業
開
発
基
本
調
査
を
開
始、

翌
年
九
月
「
南
予
水
資
源
開
発
計
画」

を
作
成
し
た。
そ
の
後、

農
林
水
産
省
の一
九
七一

Et－－七一一
（
同
四
十
六
1
四
十
七）
年
度
地
区
調
査
計
画、

翌一
九
七
三
（
同

四
十
八）

年
度
の
全
体
実
施
計
画
を
経
て、
一
九
七
四
（
同
四
十
九）

年一
月
関
係
二
市
七
町
（
八
幡
浜
市
・
宇
和
島
市
・
三

瓶
町
・
保
内
町
・
伊
方
町
・
瀬
戸
町
・
三
崎
町
・
明
浜
町
・
吉
田
町）
が
事
業
施
行
の
申
請
手
続
き
を
行
っ
た。

一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九）

年
三
月
に
は
建
設
省
に
よ
っ
て
野
村
ダ
ム
の
事
業
施
行
に
着
手、

同
年
十
月
に
南
予
農
業
水
利

事
業
所
を
設
置
し、

本
格
的
事
業
着
手
の
運
び
と
な
っ
た。

第三編

業
計
画
の
概
要

こ
の
事
業
は、

肱
川
水
系
の
水
資
源
を
利
用
し、

南
予
地
方
の
二
市
七
町
海
岸
部
樹
園
地
七
千
二
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
導
水
し

て、

農
業
用
水
の
供
給
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る。

東
宇
和
郡
野
村
町
に
計
画
し
た
「
野
村
ダ
ム」
に
取
水
施
設
を
設

け
て、

最
大
三
千
五
百
二
ト
ン
（
上
水
道
用
水
を
含
む
場
合
は
三
千
九
百
九
十
ト
ン）

を
取
水
す
る。
吉
田
導
水
路
六
・
三
七

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
北
宇
和
郡
吉
田
町
大
河
内
に
導
水
し、
こ
れ
よ
り
南
北
に
延
び
る一
号
幹
線
七
十・
四
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル（
途

中
布
喜
川
調
整
地、

伊
方
調
整
地
経
由）
で
西
宇
和
郡
三
崎
町
ま
で、
二
号
幹
線
水
路
二
十
七
・
一
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
宇
和

島
市
三
浦
ま
で
導
水
す
る。

支
線
二
十
線
七
十一
・
八
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
各
地
域
に
配
水
し
樹
園
地
か
ん
水
を
行
う
も
の
で

あ
る。国

営
事
業
と
し
て
施
工
す
る
の
は、

取
水
施
設
よ
り
支
配
面
積
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
の
施
設
で、
そ
の
他
は
県
営
事
業
と
し

て
末
端
施
設
ま
で
す
べ
て
施
工
す
る。

事
業
費
の
負
担
区
分
は
国
が
五
十
パ
ー
セ
ン
ト、
県
が
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト、
地
元
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
負
担
と
な
る
が、

保
内
町
で
は
町
が
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
助
成
し
受
益
者
負
担
は
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
た。

業

保
内
町
の
か
ん
が
い
事
業
計
画

農

一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九）

年
に
土
地
改
良
区・
農
協
並
び
に
受
益
者
の
代
表
者
会
を
開
催。

開
設
後
の
運
営
と
受
益
面
積

の
割
合
を
各
ブ
ロ
ッ
ク
（
二
十
七）
に
決
め、

施
工
順
位
を
決
定
し
事
業
を
進
め
て
い
る。
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
受
益
面
積
と
施
工

状
況
は
第
3
i
m
表
の
と
お
り
で
あ
る。

第四章
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産業経済

1996 （平成8）年3月末現在

施順工位 プ
番
ロ号1? 受（益h面a)積 受（益人者）数 事 業 概要

事（千業円費
） 士也 区 名

混（立合方本f相；） スプリン（本
ク
） 

完了年度 備 考
ラー数

13 宮内舟来谷第1 24.1 58 20 1,756 182,230 昭62

2 7 喜須来丸山 26.2 46 20 2,052 214,169 II 62 

3 21 宮内西之河内第3 24.0 42 20 1,881 191,145 平l

4 3 川之石和田山 19.6 60 20 1,561 175,787 II 2 

5 9 喜須来日之地第1 24.1 46 20 1,724 195,806 1/ l 

6 20 宮内舟来谷第2 23.3 30 20 1,793 239,650 II 3 

7 15 宮内塁東第2 20.3 39 20 1,737 217,238 II 3 

8 2 川之石楠町 9.9 36 14 1,038 172.182 II 4 

9 6 喜須来南山 23.7 40 20 1,973 288,127 II 5 

10 18 宮内里西 27.6 47 20 2,293 312,369 II 5 

11 11 喜須来磯岡 22.6 41 20 2,013 294,491 IIも

12 1 川之石向山 9.5 22 14 999 280,245 ノ＇I 6 

13 22 宮内駄場 17.4 39 20 1,723 263,417 II 7 

14 10 喜須来日之地第2 21.6 43 20 2,072 323,912 II 7 

15 14 宮内里第1 15.7 47 14 1,631 290,614 II 7 

16 8 喜須来奥 23.3 35 20 2,078 452,000 II 9 予定数量

17 19 宮内西之河内第1 20.5 38 20 2,122 344,000 II 9 予定数量

18 12 喜須来城高 17.9 26 20 1,603 320,000 II 9 予定数量

19 23 宮内西之河内第4 23.8 53 20 2,555 396,000 II 9 予定数量

20 4 喜須来神越第1 21.0 40 20 1,869 309,000 II 9 予定数量

21 17 宮内枇杷谷 15.8 26 20 1,634 497,000 1/lO 予定数量

22 16 宮内里東第3 22.7 38 20 2,296 327,000 II 11 予定数量

23 27 宮内鼓尾 22.0 32 20 1,986 450,000 II 11 予定数量

24 5 事須来神越第2 19.1 40 20 1,597 330,000 II 11 予定数量

25 28 宮内両家 30.0 41 20 2,500 540,000 l/l2 予定数量

26 24 川之石琴平・内之浦 1112 予定数量

27 25 川之石雨井 1112 予定数量

（産業課調べ）

第三編

保内町ブロック別かんがい施設一覧表第 3 -29表四

事

業

効

果

最
も
大
き
い
も
の
は
干
ば
つ
時
の
か
ん
水
で
あ
る。

適
正
な
か
ん
水
で
品
質

向
上
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が、

更
に
期
待
す
る
の
は
農
薬
散
布
に

ス

プ

リ
ン

ク
ラ

ー

よ
る
防
除
作
業
で
あ
る。

労
働
力
の
軽
減
を
図
る
と
共
に、

散
布
に
よ
り
人
体
の
農
薬
被
害
か
ら
の
解
放
と、

夏
場
に
お
け
る
防
除
作
業
の

重
労
働
が
解
消
さ
れ
た。

そ
の
他、

連
帯
意
識
の
高
揚
や、

防
除
作
業
の
省
力

化
に
よ
る
余
剰
労
働
力
の
有
効
活
用
に
よ
っ
て
所
得
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
と

と
も
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る。

南
予
用
水
の
導
入
を
機
会
に、

今
後
樹
園
地
に
お
け
る
品
質
別
団
地
構
成
を

再
検
討
し、

防
除
の
高
率
化
と
高
品
質
栽
培
に
よ
る
所
得
の
安
定
化
を
図
る
こ

と
が
重
要
課
題
で
あ
る。

業

第
十
三
節

農

業

団

体

の

変

遷

農第四章

産

業

組

合

一

九
O
O
（
明
治
三
十
三）

年
三
月
六
日
に
「
産
業
組
合
法」

が
制
定
さ

505 

農
民
の
生
産
並
び
に
生
活
を
保
護
す
る
目
的
で、

504 

一斉散布状況
(22プロック 宮内駄場）
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